
日本全国で「市の花」が多様化している－制定傾向から見る地方
自治体の自然観の変化－〔東京大学, 国立遺伝学研究所,
岡山大学〕

東京大学と国立遺伝学研究所、岡山大学の共同研究成果プレスリリースです。

＜発表のポイント＞
・生物や生態系サービスに対する地方自治体の認識を解明することを目的に、日本各地で制定さ
れている「市の花」の制定傾向を解析しました。
・市の花は近年多様化しており、その背景として近年になるほど各市が地域的文脈（地域に根差
した価値）を持つ花を選定している傾向が見られました。
・地域固有の社会－生態システムや生物文化多様性への理解が地方自治体に浸透していくことが
期待されます。

◆概 要
東京大学大学院農学生命科学研究科の都築洋一助教、東京都立大学理学部生命科学科の大崎晴菜
特別研究員、国立遺伝学研究所の川口也和子特任研究員、岡山大学学術研究院環境生命自然科学
学域の勝原光希助教をはじめとする研究グループは、日本各地の「市の花」を自治体ホームペー
ジから調べ、制定された年との関連を解析することで、市の花が近年になるほど多様化している
ことを明らかにしました。

また、近年になるほど市内の自生種・固有種や特産品・観光資源など、地域に根差した価値を持
つ花が制定されている傾向が見られました。各市が自身の地域社会において固有の価値を持つ花
を重視する中で、他市とは異なる花を選ぶようになり、その結果日本全体で市の花が多様になっ
ていると考えられます。

本研究は生物多様性や生態系サービスに対する地方自治体の認識を評価した点で新規性があり、
個々の地域が独自に育んできた社会と生態系の関連への理解がさらに浸透することが期待されま
す。

本件は、2024年12月26日  に公開されました。
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◆発表者・研究者等情報
東京大学 大学院農学生命科学研究科 都築 洋一 助教
国立遺伝学研究所 ゲノム・進化研究系 川口 也和子 特任研究員
岡山大学 学術研究院 環境生命自然科学学域 勝原 光希 助教

◆論文情報
雑誌名：Ecological Research
題 名：Nationwide diversity of “city flower” is increasing
著者名：Yoichi Tsuzuki*, Haruna Ohsaki*, Yawako W Kawaguchi*, Sayaka Suzuki, Shogo
Harada, Yurie Otake, Naoto Shinohara, Koki R Katsuhara

◆研究資金
本研究は、科研費「都市環境下における在来植物集団の遺伝的多様性と存続可能性の評価（課題
番号：21K17914）」の支援により実施されました。

◆詳しい研究内容について
日本全国で「市の花」が多様化している－制定傾向から見る地方自治体の自然観の変化－
https://www.okayama-u.ac.jp/up_load_files/press_r6/press20241226-11.pdf

◆本件お問い合わせ先
＜研究内容については発表者にお問合せください＞
東京大学大学院農学生命科学研究科 助教 都築 洋一（つづき よういち）
TEL：

東京大学大学院農学生命科学研究科・農学部 事務部 総務課総務チーム
総務・広報情報担当（広報情報担当）
TEL： , 5484
FAX：

＜岡山大学の産学官連携などに関するお問い合わせ先＞
岡山大学研究・イノベーション共創機構 産学官連携本部
〒700-8530 岡山県岡山市北区津島中1-1-1 岡山大学津島キャンパス 本部棟1階
TEL：
E-mail：sangaku◎okayama-u.ac.jp
※ ◎を@に置き換えて下さい
https://www.orsd.okayama-u.ac.jp/

国立大学法人岡山大学は、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」を支援しています。また、政
府の第1回「ジャパンSDGsアワード」特別賞を受賞しています。地域中核・特色ある研究大学とし
て共育共創を進める岡山大学にご期待ください
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